
110603 東京医科歯科大学　シンポジウム

***************************************************

　　国立大学法人東京医科歯科大学 産学連携推進本部
　　　　　　　　■シンポジウム開催のご案内■

　「バイドールシステムの起源・現在の実務・将来的構想
　　　　　上流発明の特許保護の意義と保護範囲」

***************************************************

国立大学法人東京医科歯科大学産学連携推進本部では、
文部科学省の助成を受けて「イノベーションシステム整備事業：
大学等産学官連携自立化促進プログラム：国際的な産学官
連携活動」の推進機関として活動致しております。
この度、本事業の一環と致しましてシンポジウムを下記要領にて
開催することとなりました。皆様のご参加を心よりお待ちし、
ご案内申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　記

◆日時：平成23年6月21日（火）17:30～20:00（受付17:00～）

◆会場：東京医科歯科大学 M&Dタワー2階 鈴木章夫記念講堂
　　　　　http://www.tmd.ac.jp/outline/campus-map/index.html　
　　　　　（湯島キャンパス：地図中12番）

◆プログラム：
17:30　開会挨拶：水谷修紀
　　　　（東京医科歯科大学　副学長・産学連携推進本部長）

17:40　イントロダクション：竹中 俊子
       （ワシントン大学ロースクール教授・CASRIP所長）

　　　　 基調講演：プロスペクト論とバイドールシステム
　　　   Prof. Edmund Kitch (Mary & Daniel Loughran Professor of Law,
　　　　　　　　　　　　　　　　   University of Virginia School of Law)

18:30　講演：現在の技術移転実務：ＣＡＦＣ判例法の下の上流発明の保護範囲
　　　　 Dr. Andrew Serafini　(Partner, Fenwick & West, Seattle）

19:00　パネルディスカッション（質疑応答含）
　　　　 司会：竹中 俊子
　　　　 パネリスト：
　　　　 長岡 貞男氏（一橋大学イノベーション研究センター 教授）
　　　　 中山 一郎氏
　　　　（國學院大學法科大学院　教授、早稲田大学 RCLIP研究フェロー）

19:50　東京医科歯科大学の所見：森田 育男
       （東京医科歯科大学 研究担当理事・副学長）

20:00　閉会挨拶：中山 一郎氏

◆参加費：無料・申込制・同時通訳付（当日は参加証をお持ちください。）
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◆申込方法：http://www.tmd.ac.jp/tlo/in_future.html
(1)氏名 (2)フリガナ (3)所属・役職等 (4)メールアドレス
(5)今後講演会のご案内を希望されるか否かを明記の上、
下記問合先までメールにてお申込みください。
※受付後、参加証を返信させて頂きます。

◆共催
・ワシントン大学ロースクール　先端知的財産研究センター（CASRIP）
・早稲田大学グローバル COE「企業法制と法創造」総合研究所・知的財産法制研究センタ
ー（RCLIP）

◆問合先
国立大学法人東京医科歯科大学産学連携推進本部　青柳
〒113-8510　東京都文京区湯島1-5-45 3号館10階
TEL：03-5803-4737　FAX：03-5803-0286
E-mail：chizai.prog@tmd.ac.jp　
URL：http://www.tmd.ac.jp/tlo/

***********************************************************************
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